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合
同
会
議
は
平
成
２５
年
９
月

１３
日
（
金
）
に
組
合
会
議
室
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
（
以

下
、
敬
称
略
）

【
出
席
者
】﹇
理
事
﹈
矢
部
、
葭

原
、
長
岐
、
井
上
、
桑
原
、
堀

越
、
伊
藤
、
渡
部
、
小
林
、
土

屋
﹇
支
部
長
﹈
中
川
、
松
本
、

加
藤
、
古
澤
、
佐
藤

【
欠
席
者
】﹇
理
事
﹈
井
口
、
瀧

山
、
渡

邉
（
尚
）、山

下
、
狩

野
、
西
川
、
澄
川
﹇
支
部
長
﹈

綾
井
、
斗
澤
、
宮
崎
（
和
）

理
事
長
挨
拶

「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
２
０

２
０
年
に
決
ま
り
ま
し
た
。
東

北
の
復
興
工
事
も
あ
り
、
仕
事

が
増
え
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
が
、
職
人
の
数
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。
い
か
に
若
手
職
人

を
増
や
し
て
い
け
る
か
が
、
今

後
の
課
題
と
な
り
ま
す
。

登
録
基
幹
技
能
者
講
習
会
が

１０
月
に
行
な
わ
れ
ま
す
。
今

後
、
政
府
関
係
の
仕
事
に
は
基

幹
技
能
者
の
常
駐
な
ど
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
に

受
講
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
で

は
本
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。」

（
こ
こ
で
本
日
の
座
長
に
葭
原

総
務
部
長
が
指
名
さ
れ
、
以
下

の
報
告
と
提
案
が
あ
っ
た
。）

○
議
題

・
各
部
よ
り
提
案
と
報
告

広
報
部
（
長
岐
）
東
タ
煉
協
報

２
３
０
号
の
記
事
内
容
の
説

明
。
支
部
会
の
記
事
と
写
真
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

組
織
部
（
井
上
）
組
合
員
は
１

社
加
入
、
１
社
脱
退
で
す
。
何

度
も
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す

が
、
受
注
単
価
を
下
げ
な
い
よ

う
努
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

技
術
部
（
桑
原
）
①
８
月
２９
日

（
木
）
〜
３０
日
（
金
）
に
技
能

検
定
実
技
試
験
を
行
な
い
ま
し

た
。
受
検
者
数
は
、
１
級
４７

名
、
２
級
２１
名
で
、
欠
席
者
は

少
数
で
し
た
。

資
材
部
（
堀
越
）
８
月
末
迄
の

売
上
は
目
標
の
２０
％
で
し
た
。

何
と
か
後
半
に
巻
き
返
し
て
い

き
た
い
。

総

務

部
（
葭

原
）
９
月
２７
日

（
金
）
に
深
川
不
動
に
て
安
全

祈
願
を
行
な
い
ま
す
。
参
加
さ

れ
る
方
は
午
後
４
時
３０
分
ま
で

に
現
地
に
集
合
し
て
く
だ
さ

い
。
次
回
合
同
会
議
は
１１
月
１３

日
（
水
）
で
す
。

・
各
支
部
よ
り
の
提
案
と
報
告

新
宿
杉
並
（
矢
部
）
８
月
２９
日

に
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
で
暑
気
払

い
を
兼
ね
た
支
部
会
を
行
な
い

ま
し
た
。

文
京
（
中
川
）
８
月
３０
日
に
支

部
会
を
行
な
い
ま
し
た
。
次
回

は
１０
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

品
川
大
田
（
松
本
）
８
月
２１
日

に
支
部
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

次
回
は
１０
月
１６
日
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

豊
島
（
加
藤
）
７
月
１７
日
に
支

部
会
を
行
な
い
ま
し
た
。
今
月

の
支
部
会
は
９
月
１７
日
に
行
な

い
ま
す
。
７
月
２１
日
に
は
技
能

検
定
・
実
技
練
習
会
を
行
な
い

ま
し
た
。

練
馬
板
橋
（
古
澤
）
８
月
８
日

に
支
部
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

今
月
１
社
加
入
予
定
で
す
。
次

回
は
１０
月
１８
日
に
予
定
し
て
い

ま
す
。

北
（
小
林
）
７
月
２７
日
に
支
部

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

足
立
（
佐
藤
）
８
月
１９
日
に
支

部
会
を
行
な
い
ま
し
た
。
次
回

は
１０
月
１９
日
に
行
な
い
ま
す
。

こ
こ
で
座
長
よ
り
議
長
に
交

代
、
合
同
会
議
を
終
了
し
た
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

２
０
２
０
年
開
催
決
定
を
期
し
て
�

第
３
回
理
事
・
支
部
長
合
同
会
議

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
深
川
不

動
堂
（
東
京
都
江
東
区
富
岡
／

地
下
鉄
門
前
仲
町
よ
り
す
ぐ
）

の

護

摩

祈

願

を
９
月
２７
日

（
金
）
午
後
５
時
よ
り
受
け
て

き
ま
し
た
。

出
席
者
は
、
矢
部
理
事
長
を

筆
頭
に
理
事
・
役
員
の
６
名

で
、
タ
イ
ル
業
界
の
活
性
化
と

工
事
お
よ
び
技
能
工
の
安
全
を

祈
願
し
、
本
殿
で
お
祓
い
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昨
秋
の
政
権
交
代
に
よ
っ
て

混
迷
を
深
め
て
い
た
政
治
・
経

済
の
危
機
か
ら
脱
し
、
成
長
戦

略
に
よ
っ
て
不
況
を
乗
り
切
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
ま
だ

そ
の
恩
恵
の
少
な
い
タ
イ
ル
業

界
の
復
興
を
祈
願
し
、
護
摩
を

焚
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
響

き
わ
た
る
大
太
鼓
の
音
は
新
た

な
高
揚
感
を
湧
き
立
た
せ
て
く

れ
る
よ
う
で
、
身
が
引
き
締
ま

る
思
い
で
し
た
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
２
０

２
０
年
開
催
が
決
定
し
、
こ
れ

か
ら
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
に
少
し

で
も
タ
イ
ル
の
上
昇
気
流
を
願

い
な
が
ら
…
。

深
川
不
動
堂
は
、
成
田
山
新

勝
寺
東
京
別
院
を
称
す
る
由
緒

あ
る
不
動
堂
で
、
不
動
尊
信
仰

の
広
ま
っ
た
江
戸
・
元
禄
時
代

に
ご
開
帳
の
起
源
を
も
ち
ま

す
。
厳
か
な
気
持
ち
で
平
成
２５

年
度
も
無
事
に
過
ご
せ
る
よ

う
、
祈
念
し
ま
し
た
。

深
川
不
動
堂
に
て
安
全
祈
願

タタイイルル工工事事需需要要喚喚起起キキャャンンペペーーンン

東京都タイル煉瓦工事工業協
同組合はタイル工事の需要喚
起と適正価格（値戻し）のた
めに努力します。
１．タイルは住環境を豊かにします。
２．高品質確保のために適正価格を求め

ます。

東
タ
協
平
成
２６
年
新
年
賀
詞
交
歓
会

日
時

１
月
２３
日
（
木
）

午
後
５
時
３０
分
受
付
、
６
時
開
宴

場
所

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
（
中
野
）

（
�
０
３・

３
３
８
８・

１
１
６
６
）

会
費

組
合
員
お
一
人
様

八
千
円

※
奮
っ
て
ご
参
加
を
�
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